
相澤天希さんのお話 

幼少期に沼田祇園囃子を始めました。締めの合図がわからなくて大変でしたが、リズム感がつき伝統文化

の後継者の一員になり、友達もたくさんできました。とてもよい経験になりました。 

小学校中学校ではロジャーマイクの使用と椅子と机に防音ゴムを着用する配慮をしてもらいました。高校

入試ではロジャーマイクの使用、個別試験の支援を受けました。高校時代は部活動に熱中し、また文化祭の

実行委員にもなり濃い青春時代を過ごしました。現在、大学に通い一人暮らしをしています。大学では自分

は支援を受けていません。大学に申請すればノートテイクやタブレットを使っての文字起こしなどの支援を

受けられます。 

障害の有無に関係なく貪欲になんでもチャレンジしてみましょう。人と比べる必要は 

ありません。やらないよりやるほうが良い。結果がむくわれるとは限らず、失敗すること 

もあります。失敗は人生の経験値です。失敗を恐れずチャレンジしてください。 
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親の会では、８月１日サマースクールを開催いたしました。今年度は前半に親子参加のゲーム、後半に講演会

と集団遊びという 2部構成で行いました。 

 

 

1部は親子参加ゲームです。保護者のリクエストにより今年初めて

企画しました。親子で一緒にフルーツバスケットをしたりフリートー

クを楽しんだりカードゲームをしたりしました。小学校 1年生から大

人まで一緒になって声を上げて楽しんでいました。フリートークの時

間も保護者間の交流をするよい機会になりました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

聾学校の通級指導教室と高校通級を利用していた相澤天希さんとご両親の相澤

典孝様・美由紀様をお迎えし講演していただきました。相澤天希さんは聾学校幼稚

部を修了後、地域の小学校・中学校・高等学校を卒業され、九州産業大学に進学さ

れました。現在は福岡にて一人で生活をしながら大学に通っています。講演では天

希さんが自分の障害や生い立ち、大学生活やチャレンジすることについて話し、その後ご両親が天希さんを育て

ていく中での苦悩や葛藤、選択についてのお話をしていただきました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

・フルーツバスケットで３回おにになってしまって、楽しかったです。 

・フリートークに関しては同じ障害を抱えたお子さんの親から生の体験を聞けて勉強になりました。 

・ざっくばらんに親同士お話が出来たのがよかったです。 

 



相澤さんのご両親のお話 

 2歳の頃に難聴の診断を受け、人工内耳の手術を選択しました。経済的な自立が 

できるようにと天希の将来だけを考えていろいろな選択をしてきました。本物に触 

れて感じて体験をして言葉の獲得を目指しました。 

 小学校への進学の際には市の教育委員会の方との面談、入学前には校長先生と面 

談し入学後の配慮の確認とお願いに行きました。中学の入学前にも配慮のお願いに行きましたが、引継ぎが

されておらず当初一切の配慮を受けることができませんでした。その後教育委員会や学校と連絡を重ね支援

をうけることができました。高校も入学が決まると入学式前に本人と一緒に面談と支援のお願いに行きまし

た。ロジャーマイクの使用と椅子の足にテニスボールの取り付けなどの支援をしてもらいました。 

 大学合格後自動車免許を取りにいくにも事前に運動適正相談に行く必要がありました。免許を取得し、九

州への引っ越しでは距離を感じてもらいたいと車を交互に運転をしながら向かいました。 

一人暮らしで一番の心配は人工内耳の故障です。一人で対処しなければなりません。群大から九州大学病

院に紹介状を書いてもらい、保護者同伴とのことなので母親が福岡へ行き受診しました。今は一人で対処し

ているようです。自立という目標をさだめ、まずは大学生になることができました。将来は好きな仕事を続

け、家庭をもってくれれば幸いです。 

・障害をもっていても堂々と講演し「自分は耳が聞こえないだけ」とおっしゃっているのを聞いてとても強いと感じまし

た。親が思っている以上にお子さんは強いという言葉で希望を持てました。 

・相澤さんご家族がとても熱心で、また天希さんがとてもポジティブで刺激を受けました。 

・大学生になりたて、自立の一歩を歩みはじめた方の話が聞けて参考になりました。 

・小さいころから自立を意識して子育てされていたのを我が家の子育てにも取り入れていきたいです。 

・色々体験させることの重要性を感じました。 

・自分と同じように難聴をもっている天希さんの話を聞いて、自分の今後の生活の役に立つと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生は弓矢で遊びました。弓矢と的を製作しグループで的当て競争をしました。活動の様子です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全部楽しかったけれど特に弓矢をつくって遊ぶのが楽しかったです！引き分けだったけれど、たくさん遊ぶことがで

きたので良かったです！！ 

・手づくりのまとやゆみやを作ってたくさんまとをうって、みんなできょう力できて楽しかった。 

・弓を作るのはうまくできました。まとにはあまり当たらなかったけど楽しかったです。 

・つくるのがたのしかった。ゆみやがとんでたのしかった。 

 

ここを切るよ 

ねらって！ 


